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【議長就任のごあいさつ】
　　　このたび、10月 2日の名張市議会議員役員改選において、議長選挙の結果、
第 70代名張市議会議長に就任いたしました。
　令和２年、世界がコロナ禍による自粛生活を余儀なくされ、新しい生活様
式が強いられていますが、今だからこそ市民に開かれた議会の使命と必要性
を重く感じております。市民の皆さまの生活が守られ、安心して暮らし続け
られるよう、さまざまな市の施策について、議会として判断してまいります。
　名張市議会への皆さまのご理解とご協力を賜りますよう、よろしくお願い
いたします。

【委員長】森脇 和德　【副委員長】足立 淑絵
荊原 広樹、坂本 直司、木平 秀喜、阪本 忠幸

【委員長】坂本 直司　【副委員長】富田 真由美
荊原 広樹、阪本 忠幸、柏 元三、川合 滋

【委員長】細矢 一宏　【副委員長】永岡 禎
山下 登、森岡 秀之、吉住 美智子、川合 滋、福田 博行

【委員長】足立 淑絵　【副委員長】細矢 一宏
山下 登、幸松 孝太郎、三原 淳子、福田 博行

【委員長】森岡 秀之　【副委員長】吉住 美智子
木平 秀喜、常俊 朋子、森脇 和德、永岡 禎

令和 2年 10月 2日に市議会の正副議長選挙を行い、議長に常俊朋子
議員、副議長には荊原広樹議員が選出されました。
＜議長選挙＞  常俊 朋子 議員…10票（当選） 
＜副議長選挙＞ 荊原 広樹 議員…指名推選により選出（候補者１人）

正副議長
選挙結果

 議会広報特別委員会

常俊 朋子 荊
いげは ら

原 広樹

阪本 忠幸

 産業建設委員会

 教育民生委員会

 総務企画委員会

 議会運営委員会

 監査委員

 副議長 議　長

【委員長】細矢 一宏　【副委員長】永岡 禎
山下 登、森岡 秀之、吉住 美智子、川合 滋、福田 博行

議会改革特別委員会

新体制決まる！新体制決まる！

(上段左から)　　坂本 直司、足立 淑絵、柏 元三、森岡 秀之、森脇 和德、幸松 孝太郎、富田 真由美、山下 登、木平 秀喜
(下段左から)　　細矢 一宏、吉住 美智子、川合 滋、阪本 忠幸（監査委員）、常俊 朋子、（議長）、荊

いげはら

原 広樹（副議長）、福田 博行、永岡 禎、三原 淳子
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【部会長】福田 博行　【副部会長】富田 真由美
柏 元三、幸松 孝太郎、三原 淳子、川合 滋

全員協議会政策調査部会
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令
和
元
年
度
決
算
な
ど

36
議
案
を
可
決

　

９
月
定
例
会
（
第
３
９
４
回
）
は
８

月
31
日
開
会
、
10
月
２
日
閉
会
の
33
日

間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
提
出
さ

れ
た
議
案
は
条
例
改
正
５
件
、
一
般
議

案
２
件
、
令
和
２
年
度
一
般
会
計
・
特

別
会
計
・
企
業
会
計
の
補
正
予
算
６
件
、

令
和
元
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・

企
業
会
計
の
決
算
認
定
11
件
、
人
事
案

件
５
件
、
議
員
提
出
議
案
６
件
、
委
員

会
提
出
議
案
１
件
の
計
36
議
案
お
よ
び

請
願
４
件
で
、
こ
れ
ら
の
議
案
は
本
会

議
・
決
算
特
別
委
員
会
・
常
任
委
員
会

で
審
議
し
、
36
議
案
を
可
決
・
認
定
ま

た
は
同
意
し
、
請
願
４
件
を
採
択
し
ま

し
た
。

　

一
般
質
問
は
３
日
間
行
わ
れ
、
９
議

員
が
登
壇
し
、
市
政
全
般
に
わ
た
る
質

問
を
行
い
ま
し
た
。

補
正
予
算

　

補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、
一
般
会
計

で
15
億
１
５
８
３
万
円
の
増
額
補
正
を

行
い
、
増
額
後
の
一
般
会
計
予
算
総
額

は
、
３
８
３
億
１
５
３
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
主
な
事
業
費
は
、
清
掃
施
設
整
備

事
業
に
４
億
９
５
８
０
万
円
、
全
世
帯

対
象
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事

業
に
３
億
６
８
５
万
円
、
乳
幼
児
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
無
料
化
事
業
に

２
３
５
３
万
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
９
月
定
例
会

令
和
２
年
９
月
定
例
会

第
３
９
３
回
臨
時
会

第
３
９
３
回
臨
時
会

　

臨
時
会
が
８
月
６
日
に
行
わ
れ
、
令

和
２
年
度
一
般
会
計
の
補
正
予
算
１
件

を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
市
内
の

あ
ら
ゆ
る
産
業
に
お
い
て
極
め
て

厳
し
い
状
況
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。
飲
食
店
や
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど

の
市
内
事
業
者
へ
の
資
金
繰
り
支

援
の
実
績
と
、
今
後
の
経
済
対
策

な
ら
び
に
失
業
対
策
な
ど
の
市
の

考
え
を
問
う
。

市
内
事
業
者
へ
の
支
援

Q経
営
の
安
定
に
支
障
を
き
た
し

た
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

が
市
の
認
定
を
受
け
信
用
保
証

協
会
か
ら
保
証
を
受
け
る
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
は
、
３
月

か
ら
８
月
末
ま
で
で
５
１
７
件

の
認
定
を
行
い
、
う
ち
認
定
件

数
の
約
８
割
で
あ
る
４
１
１
件
、

約
72
億
円
の
保
証
を
実
行
し
た
。

10
月
か
ら
庁
舎
内
に
事
業
者
の

た
め
の
相
談
所
の
開
設
を
予
定

し
て
お
り
、
今
後
も
商
工
会
議

所
と
一
体
と
な
っ
て
き
め
細
や

か
な
対
応
を
し
て
い
き
た
い
。

10
月
に
相
談
所
を
設
置

A 幸
松 

孝
太
郎 

議
員

心
風
会

Q
A

一
般

問
質

議
員
の
質
問
と
、
市
長
な
ど
の
答
弁
を
ご
紹
介
し
ま
す
（
一
部
抜
粋
）。

掲
載
内
容
は
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
原
文
を
尊
重
し
て
、
編
集
し
て
い
ま
す
。

阪
本 

忠
幸 

議
員

公
明
党

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
拡
大
す
る
中
、
本
市
は
も
ち

ろ
ん
県
・
国
に
お
い
て
も
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
・
自
粛
要

請
・
時
短
営
業
や
休
業
を
求
め

た
。
一
方
で
、特
別
定
額
給
付
金
・

持
続
化
給
付
金
・
特
別
枠
の
保

証
協
会
融
資
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
を
実
施
し
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
を
正
し
く
恐
れ
た

上
で
、
市
内
外
を
問
わ
ず
経
済

活
動
を
活
発
化
し
て
い
く
こ
と

も
必
要
で
は
な
い
か
。

経
済
活
動
の
活
発
化
を

Q新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

を
封
じ
込
め
る
こ
と
が
で
き
な

い
現
状
を
今
の
日
常
と
認
識
し
、

感
染
対
策
の
徹
底
を
チ
ラ
シ
や

ポ
ス
タ
ー
を
通
じ
見
え
る
化
し
、

市
民
の
安
全
を
第
一
に
考
え
、

市
内
経
済
活
動
の
好
循
環
を
図

っ
て
い
き
た
い
。

経
済
と
の
両
立
を
図
る

A

国
は
森
林
の
有
す
る
公
益
的
機
能

を
守
る
た
め
、
市
町
村
が
主
体
と

な
り
森
林
経
営
を
行
う
新
た
な
制

度
を
令
和
元
年
度
に
創
設
し
た
。

財
源
と
し
て
森
林
環
境
譲
与
税
が

市
町
村
に
交
付
さ
れ
た
が
、
本
市

で
は
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し

て
い
る
か
を
問
う
。

森
林
環
境
譲
与
税
活
用

Q
意
向
調
査
を
実
施
す
る

A森
林
環
境
譲
与
税
は
、
管
理
が

行
わ
れ
て
い
な
い
森
林
に
つ
い

て
市
町
村
が
森
林
所
有
者
の
委

託
を
受
け
、
直
接
経
営
管
理
を

実
施
す
る
森
林
整
備
事
業
や
木

材
利
用
の
促
進
、
普
及
啓
発
に

活
用
す
る
。
令
和
元
年
度
に
は

説
明
会
や
所
有
者
な
ど
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
名
張

市
森
林
経
営
管
理
基
本
計
画
を

作
成
し
た
。
本
年
度
は
森
林
経

営
管
理
制
度
を
検
討
す
る
地
区

の
森
林
所
有
者
へ
の
意
向
調
査

を
12
月
頃
実
施
す
る
。

森
岡 

秀
之 

議
員

清
風
ク
ラ
ブ 

ご
み
の
排
出
量
は
非
常
に
低
く

抑
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
市

民
が
施
策
を
理
解
し
協
力
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

令
和
３
年
２
月
に
ご
み
袋
の
値

下
げ
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
１

ℓ
単
価
と
ひ
と
月
当
た
り
の
負

担
額
も
近
隣
市
と
同
程
度
と
な

る
。
な
お
、
特
小
袋
は
廃
止
と

な
る
。
ご
み
の
持
続
的
な
減
量

化
を
進
め
る
た
め
に
は
、
丁
寧

な
説
明
の
上
で
市
民
に
協
力
を

お
願
い
す
る
こ
と
が
必
要
不
可

欠
で
あ
る
。
市
の
考
え
を
問
う
。

ご
み
減
量
化
に
つ
い
て

Q本
市
の
ご
み
の
排
出
量
は
全
国

の
市
の
中
で
も
17
番
目
に
低
く

抑
え
ら
れ
て
い
る
。
ご
み
袋
の

値
下
げ
を
行
う
に
あ
た
り
、
特

小
袋
の
廃
止
を
は
じ
め
施
策
面

で
の
説
明
と
お
願
い
は
必
要
と

考
え
て
い
る
。
今
後
も
コ
ロ
ナ

禍
の
状
況
を
見
極
め
つ
つ
進
め

る
。

説
明
責
任
を
果
た
す

A 細
矢 

一
宏 

議
員

公
明
党

柏 

元
三 

議
員

自
由
ク
ラ
ブ

６
月
議
会
で
、
小
中
学
校
の
校
門

と
校
舎
の
間
に
手
洗
い
場
の
増
設

を
求
め
た
。
コ
ロ
ナ
対
策
費
約

６
億
７
千
万
円
が
国
か
ら
分
配
さ

れ
、
今
議
会
の
補
正
予
算
に
上
程

さ
れ
た
が
、
学
校
の
手
洗
い
場
増

設
費
が
計
上
さ
れ
て
い
な
い
。
市

長
が
「
手
洗
い
以
上
に
、
う
が
い

が
重
要
」
と
考
え
、
手
洗
い
を
軽

視
し
て
い
る
の
が
原
因
で
は
な
い

の
か
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
・
厚
労
省
・
文
科

省
・
医
師
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
予
防
の
た
め
に
、
う
が

い
を
奨
励
し
て
い
な
い
。
う
が
い

の
効
果
も
認
め
て
も
い
な
い
。
市

長
が
「
手
洗
い
以
上
に
、
う
が
い

が
重
要
」
と
す
る
科
学
的
根
拠
を

問
う
。

Ｗ
Ｈ
Ｏ
元
職
員
な
ど
、
政
府
の

複
数
の
委
員
に
尋
ね
た
が
「
う

が
い
が
重
要
」
と
聞
い
て
い
る
。

学
校
に
手
洗
場
増
設
を

Q
う
が
い
が
重
要

A

●●  

地
域
経
済
・
税
財
源

地
域
経
済
・
税
財
源

●●  

地
域
環
境
・
保
健
衛
生

地
域
環
境
・
保
健
衛
生

 三重県が作成している
「感染防止対策中」の
  貼り紙
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吉
住 

美
智
子 

議
員

公
明
党

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
が
心
配
さ
れ
る
中
、
子
育

て
世
帯
を
応
援
す
る
「
赤
ち
ゃ

ん
応
援
特
別
給
付
金
」
一
人

５
万
円
が
支
給
さ
れ
る
。
令
和

２
年
４
月
28
日
か
ら
同
年
12
月

31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ

ん
が
対
象
だ
が
、
12
月
31
日
ま

で
と
し
た
理
由
を
問
う
。

赤
ち
ゃ
ん
応
援
給
付
金

Q妊
産
婦
が
安
心
し
て
出
産
、
子

育
て
が
で
き
る
よ
う
子
育
て
家

庭
の
負
担
軽
減
が
目
的
。
今
年

度
の
国
の
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
を
活
用
し
た
事
業
で
、
出
生

届
の
提
出
か
ら
支
給
ま
で
、
来

年
３
月
末
ま
で
に
完
了
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
期
限
を

年
内
と
定
め
た
。

期
限
を
定
め
支
給

A

質
問

そ
の
他

A
Q
＆

木
平 

秀
喜 

議
員

自
由
ク
ラ
ブ

財
政
調
整
基
金(

※)

に
つ
い
て

決
算
年
度
末
残
高
を
示
せ
。
市

が
目
標
と
す
る
令
和
４
年
度
ま

で
の
６
億
円
の
積
立
は
可
能
で

あ
る
の
か
を
問
う
。

財
政
調
整
基
金
目
標
額

Q令
和
元
年
度
末
残
高
は
、

１
億
２
３
８
８
万
２
千
円
、

令
和
２
年
度
末
残
高
は
、

１
億
３
２
８
６
万
８
千
円
と
な

る
見
込
み
で
あ
る
。
令
和
４
年

度
ま
で
の
目
標
に
つ
い
て
は
あ

と
２
年
半
の
期
間
が
あ
り
６
億

円
の
積
立
は
不
可
能
で
は
な
い
。

※
財
政
調
整
基
金
…
自
治
体
が
財

源
不
足
や
緊
急
の
支
出
が
生
じ

た
場
合
に
備
え
て
「
貯
金
」
と

し
て
積
み
立
て
る
基
金
の
こ

と
。 ６

億
円
の
積
立
は
可
能

A

　議会の広報広聴のさらなる充実
のため、次のとおり新たに名張市
議会ホームページで公開していま
すので、ぜひご覧ください。

・会議の資料（令和２年８月から） 
・やさしいことばで名張市議会を
ご紹介します

・委員会視察報告書（令和元年度
分）

・会派視察研修報告書（令和元年
度分。令和２年度分は随時更新）

名張市議会News

山
下　

登 
議
員

自
由
ク
ラ
ブ

公
有
財
産
の
売
却
は
、
歳
入
を
含

め
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
考
慮
す

る
と
や
む
を
得
な
い
と
こ
ろ
で
も

あ
る
が
、
地
元
か
ら
要
望
の
あ
っ

た
旧
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
あ
ら
た
め
て
利
活
用
の
方
向
性

を
問
う
。 公

有
財
産
の
利
活
用
を

Q
協
議
・
検
討
す
る

A旧
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
老

朽
化
が
著
し
い
こ
と
に
加
え
て
、

現
在
の
耐
震
基
準
を
満
た
し
て

い
な
い
。
し
た
が
っ
て
そ
の
利

活
用
は
困
難
で
あ
る
と
判
断
し
、

建
物
の
解
体
を
条
件
と
し
た
売

却
を
予
定
し
て
い
た
が
、
当
該

地
域
の
要
望
を
受
け
、
売
却
計

画
を
２
年
間
凍
結
し
て
き
た
。

活
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
地
域

で
合
意
形
成
が
図
ら
れ
た
上
で
、

ご
提
案
が
あ
れ
ば
協
議
す
る
。

市
と
し
て
は
一
定
の
方
向
性
を

出
し
て
い
き
た
い
。

子
ど
も
達
は
コ
ロ
ナ
禍
で
さ
ま

ざ
ま
な
不
安
と
ス
ト
レ
ス
を
抱

え
て
い
る
。
新
生
活
様
式
で
は

３
密
（
※
）
を
避
け
、
身
体
的

距
離
を
と
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
中
、
１
学
級
20
人
程
度

が
望
ま
し
い
と
考
え
る
が
、
市

内
小
中
学
校
全
２
０
４
学
級
中
、

１
０
０
学
級
が
30
人
以
上
と
い

う
実
態
で
あ
る
。
休
業
中
の
学

習
の
遅
れ
や
、
制
限
さ
れ
た
教

育
活
動
は
教
員
の
負
担
が
大
き

い
。
子
ど
も
達
の
心
身
の
ケ
ア

と
、
安
心
し
て
学
べ
る
環
境
の

た
め
、
少
人
数
学
級
の
実
現
を

求
む
。 少

人
数
学
級
の
実
現
を

Q
国
・
県
に
求
め
て
い
く

A２
学
期
の
開
始
に
合
わ
せ
て
、
ス

ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
23
人
、

学
習
指
導
員
21
人
を
配
置
し
た
。

学
び
の
保
障
と
教
員
の
働
き
方
改

革
推
進
に
加
え
、
少
人
数
学
級
の

実
現
に
向
け
、
国
の
財
政
的
支
援

を
求
め
て
い
く
。

※
３
密
…「
密
接
」「
密
集
」「
密
閉
」

の
こ
と
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に
避

け
る
よ
う
求
め
ら
れ
る
。 

三
原 

淳
子 

議
員

無
会
派

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
下
で
Ｇギ

ガ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
の
実
現
が
早
ま
り
、
一

人
一
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
配

備
が
整
う
こ
と
と
な
っ
た
が
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
の
進
め
方
を

問
う
。

Ｇギ

ガ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ

る
一
人
一
台
端
末
の
配
備
が
実

現
す
る
と
、
授
業
で
は
一
斉
学

習
・
個
別
学
習
・
協
働
学
習
と

い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
で
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
有
効
に
活
用
で
き
る
。

授
業
以
外
の
場
面
で
は
、
集
会

や
儀
式
的
行
事
で
行
う
内
容
を

各
端
末
へ
配
信
す
る
こ
と
で
、

全
校
生
徒
が
集
ま
ら
ず
に
同
時

に
共
有
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
。
さ
ら
に
災
害
や
感
染
症
発

生
時
に
お
け
る
長
期
の
臨
時
休

業
時
に
は
、
遠
隔
授
業
や
家
庭

学
習
が
行
え
る
よ
う
に
準
備
を

進
め
て
い
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用

Q
授
業
以
外
で
も
活
用

A 常
俊 

朋
子 

議
員

清
風
ク
ラ
ブ

喜
働

足
立 

淑
絵 

議
員

地
震
へ
の
備
え
と
し
て
、
他
市

や
気
象
庁
で
は
１
分
間
で
実
施

で
き
る
「
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓

練
（
※
）」
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

授
業
中
に
誤
報
の
緊
急
地
震
速

報
が
発
令
さ
れ
て
し
ま
っ
た
よ

う
だ
が
、
日
頃
の
訓
練
が
大
切

で
あ
る
。
学
校
現
場
で
は
ど
の

よ
う
に
対
応
し
て
い
る
か
。

地
震
で
揺
れ
が
あ
っ
た
場
合
に

備
え
て
、
県
教
育
委
員
会
の
手

引
き
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き

適
切
な
行
動
が
と
れ
る
よ
う
、

普
段
か
ら
防
災
学
習
や
避
難
訓

練
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
緊
急

地
震
速
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合

に
は
、
校
長
や
教
頭
が
状
況
を

し
っ
か
り
把
握
し
、
必
要
で
あ

れ
ば
、
各
教
室
に
い
る
教
師
に

連
絡
す
る
と
い
っ
た
こ
と
も
必

要
と
考
え
る
。

※
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
…

２
０
０
８
年
に
ア
メ
リ
カ
で
考

案
さ
れ
た
「
そ
の
と
き
い
る
場

所
」
で
地
震
が
発
生
し
た
と
想

定
し
て
と
っ
さ
に
身
を
守
る
と

い
う
、地
震
の
一
斉
防
災
訓
練
。

状
況
把
握
し
実
施

A Q
緊
急
地
震
速
報
対
応

●●  
地
域
環
境
・
保
健
衛
生

地
域
環
境
・
保
健
衛
生

●●  

教
育
・
防
災

教
育
・
防
災

 市議会の情報はホームページやフェイスブックで随時掲載。ぜひ、ご覧ください。 ホームページ　  http://www.city.nabari.lg.jp/110/index.html
フェイスブック　 https://www.facebook.com/nabarishigikai

会議の資料などを
市議会ホームページで
公開しています

旧老人福祉センター



なばり市議会だより 2020 年（令和 2年）11月 10日号　6

  12月3日木
8日火
9日水

開会
一般質問
一般質問

10日木
11日金
14日月

一般質問
補正予算
総務企画委員会

15日火
16日水
21日月

教育民生委員会　　
産業建設委員会
採決

　昨年から女性議
員５人全員で性の
多様性について勉
強会を重ね、自分
らしくありのままに
暮らせる名張市の
実現に向けて、Ｌ
ＧＢＴなど性的少

数者への差別解消や支援を目指した「『性の多様性を認め合うまち・
なばり』宣言に関する決議について」を提出し、８月３１日の本会
議において、全会一致で可決しました。

開会時間は午前10時からです。どうぞ傍聴にお越しください。
全ての本会議（委員会を除く）がCATVで生中継されます。

議会の日程　  ※予定を変更する場合があります。

◎ 議員提出議案「性の多様性を認め合うまち・
　 なばり」宣言に関する決議を可決

議 会 改 革 ing

宣言全文
　一人ひとりの違いを認め合い、お互いを大切にすることは、全ての人が
自分らしく輝いて生きることができる社会に繋がります。
　人がどのような性で生きるか、どのような性別の人を好きになるかは、
誰かに決められるものではなく、その人自身が決めるものです。
　しかし、性の多様性に対する無関心や誤った認識による偏見、差別が、
様々な場面で生きづらい環境をつくっています。
　私たちは、すべての人が幸

しあわせ

福に生きられるよう、性自認や性的指向など、
性の多様性が尊重され、誰もが生きやすい社会を実現することを決意し、
ここに「性の多様性を認め合うまち・なばり」を宣言します。

　全員協議会政策調査部会
が昨年から調査・協議を行っ
てきた令和３年度予算編成に
向けての意見書を９月14日、
市長に提出しました。今回、
本市の活性化につながり、持
続可能な財政運営のために重
要な施策である「ふるさと納

税」に着目し、推進体制、返礼品の開拓、差別化・プレミアム化、
ふるさとサポーター制度の４項目について提言しました。

◎ 令和３年度予算編成に向けての意見書を
　 市長に提出

　産業建設委員会は９月１６
日、「地場産業の振興」に係
る所管事務調査として、名
張産ワインを製造しているワ
イナリーの実態調査のため、
國津果實酒醸造所を訪問し
ました。現在はぶどうが500
ｋｇ程しか自家生産できず、

市外から仕入れて製造していますが、将来的には市内産のぶどう
を多く使用し、市内の生産農家と一体となって進めていきたい。
また、ワインは好評で製造分は全て予約完売の状況ですが、市
内の皆さまにも飲んでいただけるように、生産量の確保など戦略
的に進めていく方針であるとの説明を受けました。

◎ 産業建設委員会が、國
く に

津
つ

果
か

實
じ つ

酒
し ゅ

醸造所にて　 
　 現地調査を行いました

　議会改革特別委員会が９月２３日、「議
会の自主解散による市長選挙と市議会議
員選挙の同日実施」に関する検討結果報
告書を、富田議長に提出しました。
　議長からの諮問があり、委員会で協議
を重ねてきましたが、統一的な結論を出
すことができなかったので、あらためて各

会派の意見が確認されました。その結果、全１８議員のうち、４会派と会派に
所属しない議員を合わせた１５人が同日選に賛成の意向を示したことが報告さ
れました。（報告書の内容は市議会ホームページに掲載しています。）

◎ 議会改革特別委員会が検討結果報告書を提出

▼職員の給与に関する条例の一部改正▼市税条例の一部改正▼手数料徴収条例の一部
改正▼特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例
の一部改正▼家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正
▼財産の取得（２件）▼令和２年度東山墓園造成事業特別会計補正予算（第１号）▼
令和２年度国民健康保険特別会計補正予算（第２号）▼令和２年度介護保険特別会計
補正予算（第１号）▼令和２年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）▼令和
２年度病院事業会計補正予算（第１号）▼令和元年度住宅新築資金等貸付事業特別会
計歳入歳出決算▼令和元年度東山墓園造成事業特別会計歳入歳出決算▼令和元年度農
業集落排水事業特別会計歳入歳出決算▼令和元年度国津財産区特別会計歳入歳出決算
▼令和元年度病院事業会計決算▼令和元年度水道事業会計決算▼公平委員会委員の選
任同意▼教育委員会委員の任命同意▼人権擁護委員の推薦▼国津財産区管理委員の選
任同意▼監査委員の選任同意▼（議員提出議案）「性の多様性を認め合うまち・なば
り」宣言に関する決議▼（議員提出議案）新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地
方財政の急激な悪化に対し一般財源総額の確保を求める意見書の提出▼（議員提出議
案）子どもの貧困対策の推進と就学・修学支援に関わる制度の拡充を求める意見書
の提出▼（議員提出議案）教職員定数改善計画の策定・実施と教育予算拡充を求める
意見書の提出▼（議員提出議案）防災対策の充実を求める意見書の提出▼（議員提出議
案）義務教育費国庫負担制度の存続と更なる充実を求める意見書の提出▼（委員会提
出議案）防災・減災、国土強靱化対策の継続及び拡充を求める意見書の提出

①…▼令和２年度一般会計補正予算（第５号）
②…▼令和元年度一般会計歳入歳出決算▼令和元年度公共下水道事業特別会計歳入歳出
決算▼令和元年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算▼令和元年度介護保険特別会計
歳入歳出決算▼令和元年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

表決が分かれた議案

第 394回定例会　議決結果

全会一致で可決

森
岡

木
平

森
脇
三
原

阪
本

足
立 柏川
合

細
矢
吉
住

永
岡
坂
本
常
俊

山
下

会派 喜働 心風会 公明党清風クラブ

○◯ ◯◯ ◯◯◯ ◯◯ ◯×

議
員
名

無会派
福
田

○ ○○
②

自由クラブ
幸
松

荊
原

○
○

い
げ
は
ら

① ○
○◯ ◯◯ ◯◯◯ ◯◯ ◯×○ ○○○

×
○

（富田議長は採決に加わりません。○は賛成した議員、×は賛成しなかった議員）　

その他
■ 子どもの貧困対策の推進と就学・修学支援に関わる制度の拡充を求める請願…採択
■ 教職員定数改善計画の策定・実施と教育予算拡充を求める請願…採択
■ 防災対策の充実を求める請願…採択
■ 義務教育費国庫負担制度の充実を求める請願…採択

▼令和２年度一般会計補正予算（第４号）

第 393回臨時会　議決結果

全会一致で可決

 パソコンでも！スマホでも！
「議会録画中継」

ＣＡＴＶ（アドバンスコープ203ch）で生中継されている本会議の模様は、おおむね1週間後にインターネットから録画配信を
ご覧いただけます。議会録画中継をご覧いただくには、名張市議会ホームページの左上バナーをクリックしてください。

12月12月12月


